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阪
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廃
止
し
府
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権
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財
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を
掌
握

　

「
大
阪
都
」
構
想
は
、
こ

れ
か
ら
府
議
会
・
大
阪
市
会

の
承
認
を
経
て
、
５
月
に
大

阪
市
民
の
住
民
投
票
に
付
さ

　

大
阪
市
の
解
体
・
廃
止
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
５

月
17
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」

構
想
は
、
４
月
の
統
一
地
方
選
で
も
大
き
な
争
点
と
な

る
。
橋
下
徹
市
長
が
掲
げ
る
同
構
想
の
虚
構
と
実
態
に
つ

い
て
、
自
治
体
問
題
に
詳
し
い
梶
哲
教
氏
（
大
阪
学
院
大

学
准
教
授
）
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

れ
る
見
通
し
だ
。
こ
の
「
大

阪
都
」
構
想
に
対
し
て
は
、

る
と
、
も
う
元
に
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
前

に
、「
大
阪
都
」
構
想
の
内

容
と
問
題
点
を
い
ま
一
度
確

認
し
て
お
き
た
い
。

◇　

◆　

◇

　

大
阪
都
構
想
と
は
、
政
令

指
定
都
市
で
あ
る
大
阪
市
を

れ
が
法
人
格
を
も
つ
基
礎
自

治
体
で
、
公
選
制
の
区
長
と

区
議
会
が
置
か
れ
る
。
そ
の

点
、
特
別
区
は
機
能
的
に
ほ

ぼ
「
市
」
に
相
当
す
る
が
、

特
別
区
の
置
か
れ
た
全
域
に

つ
い
て
の
行
政
の
一
体
性
・

統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
、

通
常
な
ら
「
市
」
の
担
う
一

格
差
を
調
整
す
る
た
め
の
財

源
と
権
限
が
付
与
さ
れ
る
た

め
、
特
別
区
の
運
営
は
通
常

の
「
市
」
よ
り
も
強
く

「
都
」
に
従
属
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
、「
大
阪

都
」
構
想
と
は
、
実
質
的
に

は
、
大
阪
市
の
も
つ
主
要
な

権
限
・
財
源
を
「
大
阪
都
」

が
、
２
０
１
２

年
に
大
都
市
地

域
特
別
区
設
置

法
が
制
定
さ

れ
、
東
京
以
外

で
も
「
都
」
制

を
導
入
す
る
道

筋
が
つ
い
た
。

「
大
阪
都
」
構

想
も
、
同
法
の

定
め
る
手
順
に

よ
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、

こ
の
法
律
で
は

「
大
阪
府
」
の

名
称
は
変
わ
ら

ず
、「
大
阪
都
」

に
改
称
す
る
た

に
進
め
て
い
る
。
も
し
住
民

投
票
で
「
賛
成
」
票
が
上
回

廃
止
し
、
そ
れ
に
代
え
て
大

阪
市
域
に
五
つ
の
特
別
区
を

設
置
す
る
と
い
う
自
治
体
再

編
策
で
あ
る
。

　

大
阪
市
に
は
24
の
行
政
区

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
五
つ

に
ま
と
め
る
単
な
る
合
区
で

は
な
く
、
特
別
区
は
そ
れ
ぞ

部
の
事
務
（
消
防
な
ど
）
が

広
域
自
治
体
で
あ
る
「
都
」

に
配
分
さ
れ
、
特
別
区
は
そ

の
分
だ
け
「
市
」
よ
り
も
権

限
が
縮
減
さ
れ
る
点
が
異
な

る
。

　

ま
た
、「
都
」
に
は
特
別

区
相
互
間
で
生
じ
る
財
政
力

に
統
合
す
る
意
味
を
も
つ
。

◇　

◆　

◇

　

東
京
市
と
東
京
府
を
合
体

さ
せ
て
東
京
都
が
生
ま
れ
た

の
は
、
戦
時
下
の
１
９
４
３

年
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

「
都
」
は
東
京
だ
け
だ
っ
た

め
に
は
別
の
新
た
な
法
律
の

制
定
が
必
要
に
な
る
。

 

（
つ
づ
く
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か
じ
・
て
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の
り　

京
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大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
後
、
大
阪
学
院

大
学
経
済
学
部
講
師
を
経

て
、
同
法
学
部
准
教
授
。
共

著
に
『
行
政
法
基
礎
論
』

（
嵯
峨
野
書
院
）
な
ど
。

様
ざ
ま
な
角
度
か

ら
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、

橋
下
大
阪
市
長
と

大
阪
維
新
の
会

は
、
こ
れ
を
強
引
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